

































































































































































◎10 ◎9 ◎8 ◎7 ◎6 ◎5 ◎4 ◎3 
〈紫上（若紫）
↓少納百乳母〉（「若紫」巻一・一八四ページ）
ね
少劉司がもとに寝む〈紫上（若紫）↓少納再乳母〉
（「若紫」
巻
一・一九四ページ）
な（
はべり）
儘やらふとて、
いぬ
きがこれをこぼち侍にければ、
つくろ
（はぺる）
ひ侍ぞ〈紫上（若紫）↓源氏〉（「紅葉賀」
巻一・ニ四七ペー
ジ）
をや
あさましく小止みなきころのけしきに、
いとゞ空さへ閉づる
（ここ）
かた
心ち
して、ながめやる方なくなむ
〈紫上↓源氏〉（「明石」
巻
―-•五三ページ）
つね
すぢ
あやしう、
常にかやうなる筋
のたまひつくる心のほどこそ、
なら
われな
がらうとましけれ。
ものに＜
みはいつ習ふべきにか
〈紫上↓源氏〉（「澪標」巻―-•-O五ページ）
（ゑ）
かた
内侍のかみこそは、らう／＼じくゆへ／＼し 方は人にまさ
すぢ
はな
り給へれ。
あさはかなる筋など、
もて離れ給へりける人の御
心を、
あやしくもありけるこ どもかな〈紫上↓源氏〉（「朝
頻」巻ニ・ニ七0ページ）花園の胡蝶をさへや下草に秋まつ虫は とく見るらむ〈紫上↓秋好中宮〉（「胡蝶」巻二•四0五ページ
_振ー
いとよくかきたる絵かな〈紫上↓源氏〉（「蛍
」巻
ニ・四四0
ページ）
み
心あさげなる人まね
どもは、
見る
にもかたはらいた＜こそ。
ふじはら
おも
うつほの藤原君のむすめこそ、
いと重りかにはか↑＼しき人














